
京町家とその暮らしの文化	

認定テーマ	

　京町家は，京都の美しい景観と四季折々の自然の中，都市やその近郊の住生活を通じ，様々な暮らしの知恵と工夫が積み重ねられ，それ
ぞれの地域で多様な発展を遂げてきた。京町家は，その美しくリズム感のある外観が趣のある歴史的景観を形成するとともに，自然とともに住
み，働き，学び，憩う空間として，家族や地域の絆を深めながら，様々な暮らしの文化を育んできた。京都のアイデンティティの象徴として，京

都がこれからも世界の人々を魅了する都市であり続けるためにも，京町家とその暮らしの文化を未来に受け継いでいく必要がある。	

認定理由	

主な構成遺産	

注：上記の構成遺産は一例で，上記以外にも市内には多くの京町家にまつわる文化遺産がある。	

町家で育まれた暮らしの文化	

杉本家住宅	 瀧澤家住宅	

角屋	

一般的な町家とはやや趣
を異にするが，島原の揚屋
であった角屋の建物は，揚

屋建築の遺構として，1952	
年，国重要文化財に指定。

また，置屋の輪違屋は市
指定文化財である。島原に
残る町家には，今でも独特

の風情ある佇まいが残され
ている。	

「奈良屋」の屋号で呉服店を
営んでいた。主屋は1870年
上棟。通り側の店舗部と奥

の居室部を取合部でつなぐ
表屋造形式で市内では 大

規模の町家。江戸時代の土
蔵も残る大店の遺構として
貴重で，!園祭では伯牙山

のお飾り場となる。国重要文
化財。	

左京区鞍馬にある瀧澤家
住宅は1760年築。旧炭問
屋と伝える町家で，規模は

小さいが，通り土間形式に
なる町家としては現在知ら

れる京都市内 古のもの。
国重要文化財。	

江戸期築の町家で，西国大
名の宿舎にも使用。土蔵造
の防火壁，防火井戸のほか

天井の武者隠し，落し階段，
釣梯子など敵の侵入を防ぐ

工夫が各所に。陣屋建築，
数寄屋建築，防火建築とし
て価値が高い。国重要文化

財。	

多様なまちなみ	

町家などの伝統的建造物は
京都にとって欠かせない歴史
的景観を形成。市では，こうし

た地域を伝統的建造物群保
存地区や歴史的景観保全修

景地区，界わい景観整備地区
に指定し，地区内の建物を保
全するとともに，修理・修景に

対して助成を行っている。	
2017年，歴史，文化，町並み

の象徴である京町家の保全及
び継承のため，「京都市京町
家の保全及び継承に関する条

例」が制定された。	

町家での暮らしを通じ，気
持ちよく生活していくため
の知恵が積み重ねられた。

日々の生活にリズム感等
をもたらす祭事や季節にあ

わせて建具も床も取り替え
る建具替え，一つの部屋を
多様に使う生活様式も生

まれた。	
	

門掃きと打ち水で始まる京
都の朝。打ち水は，夏を涼し
く過ごすための生活の知恵

でもある。また，こうした暮ら
しのしきたりは，住民同士の

コミュニケーションを深め，祭
りや地蔵盆などの年中行事
をはじめとした生活文化を育

んでいる。	
	

庭	

奥庭は，都心部にあって自
然を感じることができる空
間。四季折々の植生の変

化や一日の光の変化，雨
や風の音などを楽しむこと

ができる。 	
大きな町家では，部屋と部
屋の間に坪庭という植栽を

あしらった小さな庭園を作っ
ているところが多い。	

市内に多数ある路地には，
町家が軒を連ねる美しい
景観が見られる。路地の

多くは袋小路で，表の通り
からの入口に門が設けら

れていることも多い。	
通り抜けできるものを「辻
子（図子）」，建物や森など

を突き抜けて作られたもの
を「突抜」と呼ぶ。	

格子と通り庭によって表と
隔てられている町家は，内
と外を多様につないでいる。	
通り庇は，ある時は雨宿り，
ある時はばったり床机を出

して展示や休憩に使われる。
祭りの時には，幔幕を張っ
て格子を取り外し，ばったり

床机に商品を並べて「ハレ」
の場を演出する。町家の開

放的で柔軟な特性は職住
共存の暮らしを支えてきた。	

格子，瓦屋根，通り庇，虫
籠窓で構成される町家は，
統一感と風情あるまちなみ

を形成。同時に，糸屋格子，
米屋格子，炭屋格子といっ

た職種によって特徴が異な
る格子など，一つ一つの町
家には個性が感じられる。	
	

奥庭に面した座敷は，主人
の好みに合わせた素材や
様式による床の間などがし

つらえられており，こだわり
と誇りを感じることができる。	

座敷	

意匠	

町家には，木，竹，紙，土，石
といった自然素材が使用され
る。江戸期以前から北区中

川を中心とした地域で生産さ
れてきたといわれる北山丸太

は，独特の光沢のある木肌
から，床の間の床柱などに用
いられてきた。	

格子	

多様な町家建築	

路地	

米や料理を煮炊きするかま
どのことを京ことばで，おく
どさんと呼ぶ。おくどさんは，

町家の通り庭の中ほどか，
やや奥の土間に設けられ

る。防火と排煙のため，火
袋という吹き抜け空間を設
けて天井を高くし，出窓か

ら明かりを取る。	

おくどさん	打ち水	 ばったり床机	建具替え	

材料	

北山丸太	

小川家住宅（二条陣屋）	

画像提供：(公財)	奈良屋記念杉本家保存会，	(公財)京都市景観まちづくりセンター，小川家，(公財)角屋保存会，おくどさん研究会	


